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美
し
き
苦
悩

....rエジプトへの逃避J1938年

花央大会は31日(盆)

。
湘
南
ひ
ら
つ
か
花
火
大
会
(
相
模
川
河
口
)7
月
引
日
(
金
)
午
後
7
時
叩
分

打
ち
ょ
げ
開
始
。
雨
天
順
延
日
引
日
午
後
2
時
ご
ろ
と
5
時
ご
ろ
の
2
回、

F
M
湘
南
ナ
パ
サ
八
百

-
3
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
〉
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{商
業
観
光
課
宮
(お

)1
1
1
1内
線
5
4
9
}

お
隣
の
詰
火
大
会
の
予
定
日
は

。
二
宮
(
袖
ケ
浦
)

J

J
・
-:
7
月
刊
目

。
大
磯
(
大
磯
港
)
・
:・・

:
:
:
7
月
白
目

。
厚
木

(相
模
川
三
川
合
流
地
点
)
8
月
1
目

。
茅
ケ
崎
(
海
水
浴
場
)
:
:
;
:
:

8
月
1
目

。
寒
川

(神
川
橋
下
活
d

i
--
'
:
8月
旧
日

....{主義金証
(長さ26cm、重さ37.8g)

奈良平安時代の行政庁「結晶画

府」の所在地は、諸説があり確定し

ていません。平塚市の四之宮周辺は、初

期の有力所在地のーっとされています。
.!，l.oj.? 

乙の特別展では、正倉院御物と同形態の

「佐波理匙」ゃ、国府の爵房(台所)を意味する

「国厨」と記された墨書土器、「平」という字が彫5れた銅

印など、四之宮周辺から発掘された出土品をもとに、相模

国府とその世界を紹介します。入場無料。(佐渡理とは金色

の銅合金の一種のこと)

プラネタリウムもどうぞ
今回のテーマは「流星雨の降る夜J。今秋見られるかもし

n芯い「しし座流星雨」を、一足早く体験してみませんか。

7月18日(土)から8月30日(日)まで、通常の土 ・日曜日に

水・木曜日を加えた週4目、午前11時かうと午後2時b、うの

2回、投影します。

O所要時間45分、観覧料1人100円、 定員86人

《博物館~33-51l n 午前9時か ら午後5時(金曜日は午

後7時)まで開館、毎週月曜日と7月21日は休館

博
物
館
夏
期
特
別
展
〈
7
月
四
日
(土
)
1
8
月
初
日
(日
)〉

阻
膜
国
府
と
を
の
世
界

で
、
古
代
の
ロ
マ
ン
を
探
る

ケナフ使って地球を守ろう
地球環境を守ろうと先月 12日、平塚ケナ

フ普及協会が設立されました。会長の中丸

博之さんに市政モニタ ーの中村郁子さん

(錦IIIT) カ汁剖きました

急
速
に
減
少
し
て
い
る
森
林

を
保
設
す
る
た
め
、
各
国
で
非

.

木
材
紙
の
研
究
開
発
や
製
品
化

'

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で

し
U

今
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

川

が
ケ
ナ
フ
と
い
う
植
物
で
す

0

4

ケ
ナ
フ
は
ア
オ
イ
科
ハ
イ
ピ

.

ス
カ
ス
属
の

一
年
草
で
、
主
に

.

亜
熱
帯
に
育
ち
、
粧
を
ま
い
て

.

半
年
で
三
、
四
メ
ー
ト
ル
に
も

.

成
長
し
ま
す
。
茎
か
ら
は
木
材

.

に
劣
ら
ぬ
品
質
の
パ
ル
プ
が
で

.

き
ま
す
。
ま
た
、
成
長
が
速
い

・

だ
け
に
空
気
巾
の
二
酸
化
炭
素

・

を
吸
収
す
る
力
が
強
く
、

地
球

・

温
暖
化
を
防
ぐ
植
物
と
し
て
も

・

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

-

し
か
し
、
非
木
材
紙
の
生
産

・

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
わ
が
国

.

で
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
あ
り
ま

.

せ
ん
。
そ
こ
で
ケ
ナ
フ
を
知
つ

.

て
そ
の
紙
を
使
っ
て
ほ
し
い
と

.

の
願
い
か
ら

「地
球
市
民
」
を

'

自
認
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
四

ド

十
五
人
が
集
ま
り
、
平
塚
ケ
ナ

4

フ
普
及
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

• 

た
。
協
会
で
は
ケ
ナ
フ
の
栽
培

や
研
究
の
ほ
か
、
七
夕
祭
り
や

市
民
市
で
の
P
R
な
ど
、
ケ
ナ

フ
紙
の
普
及
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
小
学
校
で
も
栽
培
や

紙
す
き
を
通
じ
て
ケ
ナ
フ
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
夢
も

あ
り
ま
す
。

ケ
ナ
フ
の
製
品
は
コ
ス
ト
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
敬
遠
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
環
境
保
護
を
意

識
し
た
企
業
が
増
え
、
ケ
ナ
フ

を
使
っ
た
名
刺
や
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
が
使
わ
れ
た
り
、
コ
ピ
ー

用
紙
が
市
販
さ
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

包
装
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
紙
コ

ッ
プ
な
ど
に
も
使
わ
れ
、
手
触

り
が
や
さ
し
い
と
好
評
で
す
。

H
本
で
は
、
ケ
ナ
フ
は
ほ
と

ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
コ
メ
減
反
の

転
作
作
物
と
し
て
も
期
待
さ
れ
、

平
塚
市
で
は
今
年
、
試
験
栽
培

に
着
手
し
ま
し
た
。

森
林
を
伐
採
し
な
い
で
済
む

よ
に
大
量
の
二
酸
化
炭
紫
を
吸

収
し
て
く
れ
る
ケ
ナ
フ
。
平
塚

を
発
信
地
と
し
て
ケ
ナ
フ
が
全

国
に
広
が
り
、
地
球
に
や
さ
し

い
環
境
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

会
只
の
み
な
さ
ん
は
願
っ
て
い

ま
す
。

。
平
塚
ケ
ナ
フ
普
及
協
会

宮

(
お

)
1
6
1
8

• 
「今 から始めないと将来につけが回
る」と語る中丸会長。左上は設立総会
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い
ろ
ん
な
平
塚
が
見
え
て
く
る

親
子
で
施
設
見
学
会

夏
休
み
の

一
口
、
親
子
で
ベ
ル
マ

l
レ
平
塚
の
大
神
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、

総
合
公
園
の
ふ
れ
あ
い
動
物
闘
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

観
光
パ
ス
で
市
内
を
巡
る
「
夏
休

み
親
子
施
設
見
学
会
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
小
学
生
と
そ
の
親
で
、
定

員
は
各
国
五
十
人
(
宰
漏
)
で
す
。

お

mし
込
み
は
、
包
括
で
広
報
広

聴
課

(
内
線
3
1
5
)
へ

マ
日
桂

8
月
時
日

(火)、

初
日

(木
)
の
2
回

マ
コ
l
ス
市
役
所
(
午
前
9
時
集

合
)
1
県
民
業
総
合
研
究
所
(
上
吉

沢
)
1
七
函
必
(
土
屋

・
昼
食
)
1

ベ
ル
マ

1
レ
平
塚
大
神
グ
ラ
ウ
ン
ド

山内
W
目

夏
休
み
，
キ
ラ
リ
と
光
る
作
口
∞
を
大
募
集

-
パ
ス
平
塚
駅
じ
口
か
ら

「中
沢
橋
経

由
ま
た
は
井
の
口
経
由
秦
野
興
行
」
穆
醤

入
口
下
車
、
徒
歩
約
b
分

ア
ッ

f
ひ
ら
め
い
た

i '" 
土屋公民館. 申照子分 土毘繍

• 0~ 
土屋小 、為

、、て‘
'市寸
べ、単

t琵曾入口

.，.If?手 .
八板神社

N 子の神神社 ・ . 

④ びわ青少年の家

• 神奈川大学
平原キャンパス

標

-aロ
幸
四回

-
緑
化
標
語

緑
化
を
進
め
、
緑
を
守
り
、
み
ん

な
の
気
持
ち
が
花
と
紙
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
よ
う
な
標
語
を
非
捺
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

マ
応
募
規
定

①
1
人
1
点
初
字
以

内
⑦
呆
発
表
作
品

マ
応
募
方
法
9
月
9
日
(
水
)ま
で

に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
学
校
名

・
学
年
(
勤
務
器
、

椋
語
を
記
入
し
、

み
ど
り
公
園
課

(干
制
1
蹴
浅
川
町

9
1

1
・
内
線

5
9
1
)
へ

avプ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
前
の
段
階
で
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
れ
が
プ
レ
サ

イ
ク
ル
で
す
。
「
ご
み
を
生
ま
な
い
・

ご
み
を
出
さ
な
い
」
生
活
ス
タ
イ
ル

を
広
め
る
プ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

マ
応
募
規
定

①
1
人
2
点
ま
で
②

i
ふ
れ
あ
い
動
物
刷

(総
合
公
刷
内
)
1
点
空
以
内
@
菜
或
作
品

i
市
役
所

(午
後
3
時
泊
分
解
散
予
マ
テ
l
マ
の
例

日
物
袋
の
持
参、

定
)

過
剰
包
装
を
断
る
、
使
い
拾
て
附
n川

本
途
中
、
5
月
に
完
成
し
た
円
向
岡
を
考
え
る
、
再
牧
品
の
利
用
、
食
品

ト
ン
ネ
ル
や
岡
崎
陸
橋

(仮
称
)
の
ト
レ
イ
の
追
放
な
ど

建
設
現
場
を
通
過
し
ま
す
マ
応
募
方
法
9
月
7
M
(
月
)
ま
で

マ

持

ち

物

昼

食

、

雨

具

に

は

が

き

に

住

所

、
氏
名
、
電
話
番

A
r
J
J
J』

1
1
4
J》
1

‘・1
1
1
4
J
J
J
・-b
‘J
J
J
J
J
J
ρ

~

~

 

ん

の

オ

'

円

括

収

討

課

ハ

ハ

市

の

九

即

∞

一

の

匂

善

ir

日

に

巻

木

M

間

0

・

)

で

で

目

見

日

明

。

-

花

の

せ

先

M
箱
詰
小
袖

M

M

A

Jv

n
u
v
-

県

」

ま

(

(

内

意

月

号

小

木

ナ

手

ご

み

ジ

本

昧

g
市

(

8

交

~
J

V

〉

・

岩

ん

て

フ

印

倣

一

三

)

は

で

ハ

v

nu町
-

・

り

つ

ン

ー

料

約

平

ま

す

み

話

ω
~

い

必

方

肺

閣

は

サ

柑

ド

盟

後

m
諒一主却

仏

~

'
同

好

「

一

種

集

一

種

種

送

で

申

ド

ト

~

~
U
M

友

産

ナ

晶

罫

オ

収

収

て

も

お

で

M
M

~

仏

va

名
一

b

b

b

b

※

し

種

ご

い

?
J
f
f
b
}
f
t
f
，‘{
1
1
1
?
f
，〉
/
{
3
}
4

で
す
。
通
常
は
、
小
・
中
学
生
を
主

体
と
し
た
十
人
以
上
の
団
体
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

「
フ

ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
デ
イ
」
に
は
家

族
単
位
の
利
用
を
優
先
し
て
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族

マ
利
刷
内
容

・テ
ン
ト
で
1的
2
日
の
キ
ャ
ン
プ

.
円
帰
り
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

の
野
外
炊
事

お
申
し
込
み
は
、
屯
話
で
青
少
年

会
館

(告
白
l
7
0
2
9)
へ
。

本
夏
休
み
中
の
平
日
に
も
家
族
で
利

用
で
き
る
日
が
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、

行
少
年
会
館
(
月
暇
円
休
館
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

号
、
阿
M
M
M
を
記
入
し
、

環
境
業
務
課

(〒
矧
l
蹴
浅
間
町
91
1

・
内
線

2
3
9
)
へ

俳
句
・
短
歓
・
川
柳
・
現
代
詩

av市
民
文
芸
「
夏
の
部
」

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
文
芸
情
動

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
部
門

・
「
題
」
な
ど

〔
俳
句
〕

「サ
ル
ピ
ヤ
」
「
打
水
」

3
旬
ま
で

〔
短
歌
〕
組
は
自
巾
、
2
首
ま
で

〔川

柳

〕
「制
」、
3
句
ま
で

〔現
代
詩
〕
題
は
自
由
、
制
乍
担
度
、

1
編
の
み

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

マ
応
非
規
定

①
未
発
表
作
品

②
部
門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(
詩
は

原
稿
用
紙
)
を
使
、
っ

AHv---AHv---AHv---AHv---AHv---AHV・・

図
書
館
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
に
名
前
を

図
作
館
創
し
リ
ム
五
十
周
年
を
記
念
し

て、

「し
ら
さ
ぎ
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

左
の
シ
ン
ボ
ル
マ
1
ク
の
名
前
を
非

館
w

童

日

制

問
出
町山

市
町

塚
山

平
附

集
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
図
書
館

(宮
幻
|
0
4
1
5
)
へ
。

マ
応
非
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方

マ
拡
柏
抑
制
問

8
月
1
日
(上
)
i
初

日
(日
)

マ
応
募
方
法
市
内
の
図
詐
館

(中

央
・
北
・
酋
・
南
・
あ
お
ぞ
ら
号
)

③
か
い
牲
で
わ
か
り
や
す
く

④
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、

勤
務
先

(
学
校
名
)
は
、
は
が
き
の

ま

(持
は
別
紙
)
に
記
入

マ
応
拡
先
7
月
白
日
(
金
)
ま
で
に

社
会
教
育
課

(干
加
l蜘
位
原
町
2

|
幻

・
内
線
6
6
1
)
へ

絵
画
・ポ
ス
タ
ー
・作
文

-
土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画

・
ポ
ス
タ

ー・

作
文

土
砂
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
小

・

中
学
生
を
対
象
に
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

作
文
を
非
集
し
ま
す
。

マ
応
義
定
絵
画
と
ポ
ス
タ
ー
は、

サ
イ
ズ
や
捌
き
方
自
山
、
作
文
は
、

制
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
ま
で
。
い

ず
れ
も
米
発
表
作
品
に
限
る

マ
応
募
方
法
9
月
口
円
(
木
)
ま
で

に
絵
画
と
ポ
ス
タ
ー
は
、
阿
用
紙
の

謀
、
作
文
は
原
稿
用
紙
に
住
所
、
氏

名
、
屯
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

年
齢
を
記
入
し
、

小

・
中
学
校
ま
た

は
水
政
課

(一T
加
l
蜘
浅
間
町
9
|

1
・
内
線
6
2
1
)
へ

で
お
配
り
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
各
凶
命
館
へ
。

夏
休
み
に
陶
芸
教
室

行
少
年
会
館
で
親
子
陶
芸
教
室
が

聞
か
れ
ま
す
。
対
象
は
、
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
親
冗
十
人

(先

着
順
)
で
す
。

マ
日
程

7
月
初
日
(
日
)
、
8
月

9

日
(臼
)、

n
n
(H
)、
全
3
凪

マ
時
間

午
前
日
時
1
正
午

マ
参
加
料

一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
青
少
年
会
館

(公
認
|
7
0
2
9
)
へ
。

357五銭信固、閲ω乞ω~す一緒に種をまきませんか馬入'""r光と風
の花づっみjで

5月から6月にかけて200万本のポピーが咲きそろい、たくさんの人でに

ぎわった花畑 「兆と風の花づっみ」。 ここで、 7刈18日(土)の午前9時から

11時30分ま で、秋 に咲くコスモスの粧をまきます (小間決 行)。 あなたも

ボラ ンティアの登録を して、 一緒に組をまいてみませんか。

龍械ケ丘ブール公32・4509

※駐車場はありません

※水の入れ替え回は大

プ-)レが使えません

至追分 至中央地下道
I I l  

至大磯 LJ国道134号
ビーチセンター ・

へ~~，-'''-./'山へ八/'-./平塚海岸〈ノ"./'~八/V~."，--./""ノーのへ八〈ハハヘ'V'v<

みどり公園諜 (内線515)

N
A
T
 困っています。

。 現地 の案内 に従って

ラベンダーが株ごと持ちさられ、

持ち帰って良円一-

い草花がある

ときは、その '

都度表示しま

すので、現地 ド

の案内に従ったど
てください。 ，. 

。 コスモスの種まき

.集合は馬入楠北側IJ

の相模川 ，tii ;~河川

敷(駐J.ILI;I_dあり)
-作業できる服装でタ

オルなどを用意

・ボランティア栓録は

17日(金)までに水

政謀 (内線621)へ

7月22日から8月30日まで、中央図書館の2階貸し出し室.3階参考室の閉館時聞が遅くなります。

I ~・閉館時間 火~木曜日午後6時、金曜日午後ワ時、土日曜日午後5時(開館は午前9時) ¥ 

，+参考室閲覧席の指定券と、臨時学習室の整理券は、午前8時50分から玄関前でお配りします 1
EEES図醤定色豊量E里.9阻

中央図書館は夏休み中
閉館時聞が遅くなります
。休館日 毎週月曜日、月末(7月31日.8月31日)、7月21日
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「平和」を考えよう
7月16日""8月23日は平和月間です

第627号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか図

平塚大空襲
あれから53年

平
塚
市
に
は
、
昭
和
二
十
年
七
月

十
六
回
か
ら
十
七
日
未
明
に
か
け
て

大
規
模
な
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の

戸
数
の
約
七
割
を
焼
失
す
る
と
い
う

悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
惨

事
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

市
で
は
、
昭
和
六
卜
年
に
「
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
」
を
…
八
百
し
、
以
来、

平
和
の
絡
さ
、
大
切
さ
を
伝
え
る
事

業
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

平和 の願いを灯ろうに

日
間
、
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

・
高
校
生

マ
山
裁
友
之

(五
領
ケ

同
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ

ン

ス

市

を

訪

台

2
年
)
マ
戸
倉
紘

(平
塚
江
南
2

問
し
、
ホ
l
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
年
)
マ
品
崎
恵
理
子
(
平
塚
江
南
1

て
交
流
を
深
め
ま
す
。

年
)
マ
門
由
美
由
紀

(平
塚
江
南
1

.
団
員

(敬
称
略
)

年

)

マ
劉
比
地
佳
子

(桐
蔭
学
悶
1

・
中
学
生

マ
長
沼
背
平

(太
洋
2

年
)
マ
石
黒
玲
子

(議
野
1
年
)
マ

年
)
マ
二
見
和
伯

(明
間
学
嗣
3
年

)

川

井

由

香

(大
破
2
年
)
マ
太
田
い

マ
鹿
瀬
愛
里
(
浜
岳
1
年
)
マ
西
尾
ず
み
(
大
原
2
年
)
マ
関
根
純
子

第
十
三
次
官
少
年
海
外
派
遣
団
の
友
子
(
横
内
3
年
)
マ
渡
辺
綾
乃

(伊
志
田
2
年
)
マ
富
永
初
美

(平

田
口
二
卜
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
(
神
田
3
年
)
マ
佐
藤
智
美
(
江
陥
塚
江
南
2
年
)
マ
姉
崎
牒
真
理
子

(
大

選
ば
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
七
月
二

3
年
)
マ
菅
野
友
香

(金
旭
3
年
)

原
2
年
)
マ
横
山
愛
子

(平
塚
江
南

ト
八
日
か
ら
八
月
七

H
ま
で
の
十

一

マ
谷
博
愛

(山
城
3
年
)

2

年
)

剛・・剛・・酬・・酬・・酬・・酬・・酬・・酬
・・酬・・剛・・酬・・剛・・剛・・酬・・酬
・・酬・・剛・・剛・・剛・

ι

・酬・・酬・・酬・・酬・・剛
'a・剛・・酬・・榊・・酬・・剛・・酬
'・榊・
・酬・・
剛・・酬
・・酬・・酬・・同
・・
酬・

「環
境
~品
業
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
高
度

市
議
会

6
月
定
例
会
の
結
果

範
施
設
整
備
毒
」
と
「北金問

，

a

d

:

司

j

;

枝
綿
築
造
工
事
そ
の
l

(下
水
道
こ

の
結
来
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
議
会
の

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
議
決
を
求
め
、
可
決
し
た

ス
タ
ン
両
国
の
核
実
験
に
反
対
し
、

-
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
:
・

核
兵
部
の
廃
絶
を
求
め
る
決
議
が
会
大
久
保
付
治
氏

(高
浜
ム

n
m
l
4
)、

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
源
磁
氏

(立
野
町
げ
|
お
)
、

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
井
洋
子
氏

(黒
部
丘
3
1
9)、

-

「平
塚
市
の
議
会
の
競
員
及
び
長

井
上
幸
子
氏

(東
八
幡

1
l
m
l
M
)

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

.
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
の
桔

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
実
験
に
反
対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

す
る
条
例
」
・
:
「公
職
選
挙
法
の

一

求
め
る
決
議
:
・
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

部
を
改
正
す
る
政
令
」
が
平
成
凶
年
ン
両
国
に
対
し
、
地
球
環
境
を
破
壊

3
月
出
口
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
す
る
較
実
験
を
容
認
す
る
こ
と
は
で

ぃ
、
選
挙
迎
動
自
動
車
の
使
用
や
ポ
き
な
い
と
し
、
核
兵
慌
の
廃
絶
と
恒

ス
タ
1
作
成
の
公
自
負
担
額
の
限
度
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し
、
こ
の
舷

額

を

改

正

し

た

実

験

に

強

く

抗

議

す

る

と

と

も

に

、

av工
事
請
負
契
約
の
締
結
:
・
予
定
価
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
実
験
に
断
固
反
対

格
が

一
位
七
千
万
円
以
上
に
な
る
す
る
決
議
を
し
た

ユ
ニ
ア
ン
1
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
安
全
課

(内
線
6
4
0
)
へ
。

青
少
年
初
人
が

ロ
ー
レ
ン
ス
ヘ

東
豊
田
地
区
の

都
市
計
画
案
を
縦
覧

東山
M

田
工
業
団
地
土
地
造
成
事

業
の
完
成
に
伴
い
、
都
市
公
図
な
ど
の

都
市
計
画
を
変
必
す
る
必
裂
が
生
じ

た
の
で
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
、

マ
縦
覧
期

間

7

月
口
日
(
金
)
1白

日
(
金
)
、
午
前
8
時
加
分
i
午
時
5

時

※

よ

・日
脇
目
、
祝
日
は
除
く

マ
場
所
都
市
計
画
課
(市
役
所
4

階
)お

問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
計
画
課

(内
線
4
2
8)
へ。

D52写生。の炉果、J 弓ヨニ1:.%玄νJ市ロヨR
博物館南側にある 052型蒸気機関車の写生会が

5月31日に聞かれ、 75点の応募作晶の中から次の方

が特選に選1まれました。

・特選く敬称略>

1>青島蹄!尼(みのり幼稚園) 1>片怠勇道(平岡幼稚園)

1>小林大賞〈松が丘小1年) 1>吉川哲郎(松原小2年)

じ〉村よ始(大野小3年) 1>古谷佳美(崇醤小4年)

1>吉川万里(松原小5年) 1>冨田恵里香(金田小6年〉

宮
田
恵
里
香
さ
ん
の
作
品

入賞作昂は、市民プラザに7月16日(木)から22臼
(水〉まで展示されます。

・問い合わせ先 社会教育課 (内線574)

長
直
レ
l
レ
を
寺
っ
と

銭計れれれれ心打
。

、-
J

一'
J
耳

F
1
.
1
'
海
や
山
な
ど
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
は、

.. ，巳・
9

.

，、
='v，
.. ，一rh司

』

F

・・・・

E
E
-
-
2
-
R
d

，、
-zhk-』

余
裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う

-Ea
，
何
刻

2
a

，‘
F
司

3
4
z
'
E

・
バ
イ
ク
に
来
る
と
き
は
、
家

ーな

圃・・・・・圃
a曙
場

z
a
E
E
E『

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
交
通
服
装
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ

圃
圃
・
・
・
園
開
匹
圃
哩
野
噌
1
A
凶・

F'-
て

ル
l
ル
を
守
っ
て
耳
を
楽
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
局
間
も
ラ
イ

圃

・

圃

阻

圃

uly---川

し
く
安
全
に
」
で
す
。

ト
を
つ
け
て
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ

圃
・
・
園
田
園
喝
14ul---

圃

里

司

色

神
奈
川
県
全
体
で
は
交

1
ル
し
ま
し
ょ
う

・
・
聞
剛
山
町
刊
川
仲
M

t踊
副
問
U
E
F

手

通
事
故
が
減
少
傾
向
に
あ

・
夜
、
白
紙
市
に
来
る
と
き
は
、
忘

... ，hぴ]
圃

塑

シ

中
で
、
喜
市
で
は
、

れ
ず
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う

----E二

肘

細

目

『

涜

増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
目

。

子
ど
も
の
事
故
を
防
ご
う

-
圃
・
・
・
・
・
・
司
パ
む

L
同
U
町
通
一

-コ

あ
た
り
約
八
人
の
負
傷
者

・
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
徐
行
や
一

・
・
司
副
削
圃
圃
圃
F

、y-'個
四
唱
問
h
E

は

が
出
て
い
ま
す
。

時
停
止
を
す
る
な
ど

「思
い
や
り
」

冒

園

田

μ出
国
内
閣
L
M

特
に
夏
休
み
に
な
る
と
の
あ
る
逆
転
を
し
ま
し
ょ
う

開

-E町

朝

刑

判

掴

副

E
a
u-
時

子
ど
も
の
事
故
が
発
生
し

・
各
れ
ど
き
や
夜
に
外
出
す
る
と

-
圃

-
-
E
t/也
Fそ

で

、す
く
す
ま
す
。
主
な
き
は
、
自
に
つ
き
ゃ
す
い
明
る
い
服
六
月

一
日
に
閉
会
さ
れ
た
市
議
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
岡
同
v
u
b睡
噌

佐

『

道

原
因
は
、
路
上
で
の
遊
装
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
六
月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
二
日
に

・

園

田

町

園
町
間
判

4園
間

関

/

捗

び
、
自
転
車
の

一
時

不

停

令

ン

l
ト
ベ
ル
ト
は
忘
れ
ず
に

砕
践
を
終
え
、
刷
会
し
ま
し
た
。

司
自
・

-
E圃
喝

ー

』

園

コ

一

欄

止
、
公
闘
や
路
地
か
ら
の

・
取
に
来
る
と
き
は
、
運
転
者
は
も
今
脱
会
で
は
、

「平
塚
市
の
議
会

T
ト

--Ea------
圃
司
例
、
・唱
品
細
細

L
ニ

ー

'
h
寓

刷

剖

岨

咽
励
、

ι
L
m
R
U
F
.

急
な
飛
び
出
し
な
ど
で
ち
ろ
ん
、
問
委
も
シ
1
ト
ベ
ル
ト
の
議
日
及
ぴ
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

七
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

す

。
「
耳
」
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
十
日
間
、
互
の
交
通
事
故
防
止
速
め
に
、
次
の
点
を
参
考
に
事
故
に
あ
・
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
車
に
来
せ
る
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
四

動
が
全
国

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
や
ジ
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
税
議

こ
の
機
会
に
も
う

一
度

「平

和

」

マ

広
島
長
崎
被
爆
写
真
展

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

8
月
3
日
i
m
目
、
午
前
8
時
泊
分

マ
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
展

1
午
後
5
時
、
市
懲
附
市
民
ホ
l
ル

7
月
初
回
ま
で
、
午
前
9
時
1
午

マ

平
和
灯
ろ
う
流
し

(す
い
と
ん

後
5
時
、
博
物
館
寄
附
品
コ
ー
ナ
ー

の
試
食
も
あ
り
ま
す
)

マ
平
和
の
本
の
特
集

8
月
日
目
、

午
後
6
時
初
分
1
8

8
月
初
H
ま
で
、
午
前
9
時
1
午
時
、
金
目
川
観
背
橋
下
の
河
原

後
5
時
、
各
凶
昨
館

。
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課

(内
線

マ
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

6
6
5)

7
月
日
目
、
午
後
2
時
1
4時、

平
塚
駅
周
辺

マ
平
和
普
及
展

(写
真
パ
ネ
ル
や
戦

時
中
の
物
品
の
展
示
)

7
月
四
日

i
n目
、
午
前
8
時
却

分
1
午
後
5
時
、
市
役
所
ホ
l
ル

マ
平
和
映
画
会

・
7
月
初
日

「ピ
ル
マ
の
た
て
母
」

.
8
刀
2
日

「さ
よ
な
ら
カ
パ
く
ん
」

ま
か

・
8
月
9
日

「炎
の
証
言
1
鎮
魂
の

祈
り
」
ほ
か

※
以
上
い
ず
れ
も
午
前

m時
と
午
後

2
時
の
2
州、

中
央
間
性
館
で
上
映

.
8
月
四
日

「十
六
地
蔵
物
語
」
、

午
後
3
時
1
、
西
国
舎
館

非宿@お儒が見えたら
冒ゆ毎租議室ヘ~相識を

我が家の防災対策を確認く連載⑧〉

停電の備えは出来ていますか
。 公民館に出張窓口を開設

7月28日(火)大好、8月28日(金)

金問 、 9月29日(火)梢内、 10月27

円 (火)旭南、 11月26日 (木 )四之函'

※時間は午後1時30-4時

。 膏少年を取り巻く環境を鯛査

i'J'少年指滋述絡協2総会や自治会

などの協力により 、背少年を取り

之さく環境の笑態を調査します。

翻1f:只が伺いましたら、ご協力

をお願いします。

楽 しい夏休みは、生活のペース

が舌しれがちになり 、 ちょっとした

きっかけや弾みで非行に走ってし

まう危険なH抑制でもあります。

家族など周聞の人がその 兆候を

早く発見し、対処すること が非行

を防ぐポイントです。

非行の兆候が見えたら迷 わずご

キH3炎くださし、。

。 青少年相説 室ft34-7311 (市民セ

ンター211}T.相談時間などは4而市

民相談梢jをご覧ください)

懐中m灯は、ど こ に いてもす

ぐに手にできる よう、 家族みん

なが分かりやす い場所に白いて

おきましょう 。 できれば各部屋

に位き、予備の電池も用意して

おきましょう。

地震直後には ガス削 れ の 恐 れ

もあります。 ロウソクを使うと

きは注意が必要です。

防災課 (内総143)。 担 当

134人の市民の体験や、多数の写真・地図などで、昭和20年の平塚空襲を

振り返ります。A4判318ページ、2，300円。7月21日から博物館で発売します。証言j断発刊l帝民が採る平塚空襲
平塚の空襲と戦災を記録する会。 編集↑ミ事ヰ勿倉宮。発行博物館ft33引 11.問い合わせ先



回

介
護
保
険
制
度
が

2
0
0
0年
4
月
に
ス
タ
ー
ト

青少年相談室
(市民センター 2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時
みみで"ゃゐ怒し

。ヤングテレホンft33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は1 3時~1 8時30分)

平成10年ア月15日

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時

~1 7時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・第4土曜日 を

除く)

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

221-7639 
毎週月~木曜日9時30分~

ず
つ
負
担
し
ま
す
。
な
お
、
介

護
の
必
要
度
に
応
じ
て
支
給
限

度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

(表
2
参
照
)

利
用
ま
で
の
流
れ
は
、
左
図
の

と
お
り
で
す
。

「
寝
た
き
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
「
痴
ほ
う
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」。

介
護

に
対
す
る
不
安
は
、
だ
れ
も
が
共
通
に
抱
え
る
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
利
用
者
は
、
認
定
を
受
け
た

後
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

は
、
二
年
後
の
二

O
O
O年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

8月 1 3日(木) 10時~15

健康相談
(保健センター)

234-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~1 0時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8・FAX32-2738
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月 ・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

利
用
者
負
担
は

費
用
の
1
割

ス
ム
ー
ズ
な

導
入
に
向
け
て

介
護
保
険
制
度
が
ス
ム
ー
ズ

に
巡
営
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

介
護
保
険
事
業
計
画
を
来
年
度

末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
高
齢
者
の
現
況
な
ど
を

調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
市
の

施
設
や
高
齢
者
の
た
め
の
施
設

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
域
で
の
制
度
の
説
明
会
も

聞
く
予
定
で
す
。

A
V
問
い
合
わ
せ
先
介
護
保
険

準
備
室
(
内
線
4
7
2
)

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
は
、
か
か

っ
た
費
用
の

一
割
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

残
り
の
九
割
は
、
保
険
料
と
、

公
費
(
国

・
県

・
市
)
で
半
分

高
齢
者
の
割
合
が
増
え
れ
ば
、

介
護
が
必
婆
な
人
も
増
、
え
ま
す
。

二
O
二
五
年
に
は
、
介
護
が
必

要
な
人
は
現
在
の
お
よ
そ
二
倍

の
五
百
二
十
万
人
に
述
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ω歳
以
上
の
す
べ

て
の
国
民
が
加
入

少
子

・
高
齢
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
六
十
五

歳
以
よ
の
方
の
割
合
は
約

一

六
%
で
す
が
、

二
O
二
五
年
に

は
二
七

・
四
%
、

二
O
五
O
年

に
は
三
二

・三
%
(三
人
に

一
人
〉

に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

っ
た
り
し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
、

申
諮
を
し
て
、
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
申
請
か
ら

。婦人

時

国道134号

電話23・1111・35・11 1 1 

子育て相談室

そ
れ
以
外
の
方
は
市
が
個
別
に

徴
収
し
ま
す
。

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下

の
方
〈
第
二
号
被
保
険
者
〉
の

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医

蝶
保
険
の
算
定
方
法
に
よ

っ
て

決
ま
り
ま
す
。
半
分
を
事
業
主

や
国
が
負
担
し
、
残
り
半
分
を

医
療
保
険
の
保
険
料
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
し
ま
す
。

mw
歳
以
上
は
平
均

月
2
5
0
0
円
を

至平塚駅

233-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保

健医療・要予約) 9月10日

(木)13時30分~15時30分

く〉生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~1 7時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

。結矯 毎週日曜日10時~15

時(第3日曜日は除く)

。母子 毎週月~金濃日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

要

口

ン

盛
昭

必
人

山2
4
-

潮
時

慨

ゆ

福祉会館

六
十
五
歳
以
上
の
方
〈
第

一

号
被
保
険
者
〉
の
保
険
料
は
、

全
国
平
均
で
月
二
千
五
百
円
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に

は
、
市
が
条
例
に
よ
り
ニ
0
0

0
年
三
月
ご
ろ
決
定
し
ま
す
。

一
定
額
以
上
の
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
年
金
か
ら
天
引
き
し
、

介
護
保
険
制
度
に
は
、
四
十

歳
以
上
の
す
べ
て
の
困
民
が
加

入
し
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

き
ま
す
。

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で

常
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

日
常
生
活
に
文
援
が
必
要
に
な

中央
福祉会館 公民館

~~、 口
セも
ン教

?育
市民
センター

平壕市役所

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

223-1111内線671
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~ 1 7時

。消費生活

~16時

()手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

。建築設計・耐震

(月)1 3時~16時

く〉高年齢者職業 7月16日

(木)、 21日(火)、 8月4日

(火)、 6日(木)9時~ 1 2時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

毎週金曜日9時

8月10日

困
っ
た

かかりつけ
医の意見書

介
護
が
必
要
な

高
齢
者

人護霊思常霊童杏
J rPJiPiC¥Af乙否E

ー福祉の学識経験者による判定)

意見書に基づき、介護や支援が必要かどうかと、

ピスの認定の目安は表2のとおりです

本人や家族などが申請します

訪問調査

¥ 

七五

号室
日目

ビス利用の流れ

市民相談室
(市役所 1階)

223-1111内線293
※一般法律と健康は予約制

く〉人権 7月21日(火)、8月4

日(火)13時~16時

く〉行政 7月21日(火)、8月18

日(火)13時~16時

く〉一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 1 3時~16時

※8月は休み

。登記・供託・測量

日(金)13時~16時

。住宅新改築 7月21日(火)、

8月18日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 8月3日

(月 ) 10時~15時

く〉労働 8月13日(木)、9月10

日(木)13時~1 6時

く〉下請け取り引き 7月16日

(木)13時30分~ 1 6時

。年金・社会保険・労災

11 日(火) 10時~15時

()健康 8月17日(月)、 9月21

日(月 )9時30分~11時30分

8月14

8月

申

平
塚
市

集

広
報

長|く
雲|る
富|平
空|塚

!寺



~ 特鋼

閉

保
険
料
の
軽
減
措
置
は

第627号 (1日・15日発行)広報ひうっか

新
藤
好
和
さ
ん

(豊
田
本
郷
)

介
誰
保
険
の
保
険
料
は
、
全
国
平

均
で
二
千
五
百
円
と
の
こ
と
で
す

が
、
低
所
得
者
に
は
丞
い
負
担
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
、

2
な
負
担
軽

減
借
置
が
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

圏

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る

「二
千
五
百
円
」
は
、

一
九
九
五
年

度
の
数
字
を
基
に
厚
生
省
が
試
算
し

た
六
十
五
歳
以
上
の
方
の

一
か
月
の

保
険
料
で
す
。
保
険
料
は
、
こ
れ
を

回

ヒ国こんなサービスが受け5れます

介護サー
どのようなサー

か専門のケアマ

護支援専門員〕

でサービス

①在宅でのサービス
O訪 問介護(ホームヘルプサービス〉

O訪 問による入浴サービス

0訪問看護

O訪 問によるリハビリテ ーション

0特別琵謹老人ホームなどの日帰り介護

(デイサー ビ ス)

0老 人保健施設などにおけるリハピUテ ー シ ョン

(デイケア)

0車い す、ベッドなど福祉用具の貸与・ 購入

O訪問診療(往診)、訪問薬剤管理指導

O福祉施設 -医療施設への短期入所

(ショートスティ ーシ ョー トケア〕

0痴ほう性老人のためのグループホー ム

O有料老人ホームなどにおけるサー ビス

O手すりの取り付けなど一定の住宅改修

②施設でのサービス
0特別養護老人ホー ムにおけるサー ビス

O老人保健施設におけるサービス

保介
険護

こ
こ
が
知
り
た
い

基
準
額
と
し
て
、
低
所
得
者
の
負
担

に
配
慮
し
、
次
の
五
段
階
程
度
の

「所
得
段
階
別
」
と
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
:
-
基
準
額
x
0
・
5

②
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
方・

.

基
準
額
x
0
・
7
5

③
本
人
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方
:

基
準
額
X
1
・
。

ぬ
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
:

基
準
額
×

1
・
2
5

⑤
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
・
:

基
準
額
X
1
・
5

※
@
と
⑤
は
所
得
な
ど
に
よ
り
区
分

す
る
予
定
で
す

笑
際
の
保
険
料
は
、

二
0
0
0年

三
月
ご
ろ
、
政
令
に
基
づ
き
市
が
条

例
に
よ
り
定
め
ま
す
。

国

同
居
家
族
が
い
て
も
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
で
き
ま
す
か

米
山
靖
子
さ
ん

(平
塚
二
丁
目
)

自
宅
で
九
十
歳
に
な
る
母
を
介
護

し
て
い
ま
す
。
私
も
六
十
歳
を
過

ぎ
、
だ
ん
だ
ん
介
護
が
負
担
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

新
し
く
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
で

は
、
同
居
の
家
族
が
い
て
、
現
在
は

「介
護
力
の
あ
る
家
庭
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
場
合
で
も
、

サ
ー
ビ
ス

は
利
用
で
き
ま
す
か
。

圏
家
族
が
同
居
し
て
い
て
も
、
介

守
寸
根
崎
司
川

き刃
卸ω

区 支給限度額
認定の目安

分 (月額)

.虚弱 食事、トイレ、入浴はでき
要

5-6万円

るがときどき手助けが必 要
支
握

-軽度 食事、 トイレなどは何とか 14-16万円

できるが、入浴などは手助けが必要

-中度 食 事l芯何とかできるが、ト
要

17-18万円

イレや入浴は手助けが必要

-重度 食 事、 トイレなど、いずれ
プ干

21-27万円

も手助けが必要

-痴ほう 重い痴ほう症状があり、全
謹

23万円程度

面的芯手助けが必要

-最重度 寝たきりの状態、寝 返りも 23-29万円

でき芯い、全面的主主手助けが必要

介護が必要な状態の

区分(在宅での想定〉国認定の目安は護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら

れ
ま
す
。
介
護
や
支
援
が
必
要
か
ど

う
か
の
判
断
の
基
礎
は
、
あ
く
ま
で

も
本
人
の
心
身
の
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
家
庭
内
で
、
家
族
の
努

力
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
き
た
介
護

を
、
社
会
全
体
で
文
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
こ
の
制
度
の
目
的
で
す
。

ま
た
、
行
政
な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
を
決
め
る

「措
位
制
度
」
で
は
な

く
、
利
用
者
が
様
々
な
事
業
者
か
ら

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

内
田
久
子
さ
ん

(虹
ケ
浜
)

現
夜
、
母
が
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け

て
い
ま
す
。
介
誰
保
険
が
導
入
さ
れ

た
後
も
、
現
在
と
同
様
に
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

閤

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
介
護
が
必
要
か
ど
う
か

の
要
介
護
認
さ
を
申
請
し
、
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

認
定
さ
れ
た
方
は
、
介
護
の
必
嬰
度

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
支
給
限
麿
舗
の

範
囲
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
…
岐
ひ
、

利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

を
含
め、

二
O
O
O年
の
介
護
保
険

の
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
来
年
の
十
月
ご

ろ
か
ら
「
嬰
介
護
認
{
亙
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

※「要介謹」の認定を受けた場合、介護施設へ入所することもで

きます。その場合の費用については検討中です

を

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
い
子
に
話
し
か

け
る
と
き
、
加
盟
…
窓
織
の
う
ち
に
子
ど
も
に
合
わ

せ
た
話
し
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
が

自
分
の
友
達
に
話
す
よ
う
に
子
ど
も
に
話
し
た

と
し
た
ら
、

子
ど
も
は
何
を
言
わ
れ
て
い
る
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一言
葉
は
ボ

ー
ル
と
違
い
、
相
手
に
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ

た
か
ど
う
か
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
自
分
で

は
子
ど
も
に
分
か
る
言
葉
で
話
し
た
つ
も
り
で

も
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
、

理
解
で
き
な
か
っ

た
り
、
早
口
で
聞
き
取
り
に
く
か

っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
レ
ベ
ル
を
考
え
、
子
ど
も
に

分
か
る
よ
う
な
表
現
や
速
さ
を
工
夫
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
子
ど
も
の
話
を
じ
っ
く

り
聞
い
た
り
、

話
し
出
す
の
を
せ
か
さ
ず
待
っ

た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
子
ど
も
の
ベ
ー

ス
に
合
っ
た
楽
し
い

「や
り
取
り
」
を
た
く
さ

ん
味
わ
う
こ
と
で
、

子
ど
も
の
言
葉
は
立
か
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
企

(部
)
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会
話
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

会
話
は
、
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
た
と
え

ら
れ
ま
す
。
大
人
と
子
ど
も
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
例
に
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
人
は
子
ど
も
が
捕
り
や
す
い
よ
う
に
、
ボ

ー
ル
の
強
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
翻
節
し
て
投
げ
て

い
ま
す
。
大
人
同
士
で
投
げ
合
う
よ
う
な
強
さ

や
ス
ピ
ー
ド
で
子
ど
も
に
投
げ
た
と
し
た
ら、

た
ち
ま
ち
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
子
ど
も
は
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
会
話
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ヱJ
ど
も
が
「
多
動
」
で

ω配
で
す

な
っ

て
や
る
と
、
お
子
さ
ん

の
楽
し
い
そ
う
な
表
情
で
お

母
さ
ん
の
気
持
ち
も
和
ら
ぐ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
疲
れ
て
困
っ

て
い
る
こ
と
を、

お
父
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
も
、
こ
の
問
題
を
考
え

る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
平
塚
市

療
育
相
談
室

(4
面
市
民
相

談
欄
参
照
)
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
心
理
の
専
門
家
が
、

お
子
さ
ん
の
遊
ぶ
様
子
を
観

察
し
な
が
ら
個
別
に
面
接
し

ま
す
。必

要
な
場
合
に
は
、
継
続

し
て
面
接
し
た
り
、
集
団
の

教
室
や
医
療
機
関
な
ど
を
紹

介
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

0

.
療
育
相
談
室

宮

(
詑

)
2
7
3
8

質
問

。色
り
、
周
り
か
ら
は

「わ
が
ま

ま
」
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
考

え
て
い
る
こ
と
を
、
う
ま
く

伝
え
ら
れ
ず
、
行
動
に
落
ち

着
き
が
な
い
よ
う
に
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。A

 
&
 。

Q

三
歳
の
男
の
子
の
母
親

で
す
。
元
気
で
、

い
た
ず
ら

も
多
く
、
よ
く
動
き
回
り
、

集
中
し
て
遊
べ
ま
せ
ん
。
年

中
追
い
か
け
た
り
、
「だ
め
」

と
ど
な
っ
た
り
し
て、

疲
れ

果
て
て
困
っ
て
い
ま
す

:

蕊
答
え

A

元
気
な
お
子
さ
ん
の
後

を
追
い
か
け
回
し
て
、
毎
日

大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。

子
ど
も
は

一
歳
こ
ろ
か
ら

何
で
も
自
分
で
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

始
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自

分
の
好
き
な
よ
う
に
動
き
回

集
中
し
て
遊
べ
な
い
よ
う

で
す
が
、
お
子
さ
ん
の
好
き

な
遊
び
は
何
で
す
か
。
ボ
ー

ル
遊
び
、
す
べ
り
台
、
ミ
ニ

カ
ー
な
ど
、
自
分
か
ら
喜
ん

で
や
ろ
う
と
す
る
遊
び
が
あ

り
ま
す
か
。
ボ
ー
ル
遊
び
が

好
き
な
ら
、
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
り
受
け
た
り
し
て
相
手
に

毎年7月、8月は、水分を含んだ生ごみが多く
出されます。ごみを出す前に、「もうひとしぼ

り」水分を切り、こ‘みを減量しましょう。

l 「…」吋…粉一一(筆債重髭さ
算)てで恥す。水分の多いごみは、運搬や焼却などに余

計な経費がかかってしまいます。

l主ごみは水を切っz
・担当 環境業務課(内線239)
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